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は じめに

斜里岳 は標 高1545mと 北 海道東部 では知床連 山

(羅 臼岳 の1661m)に 次 いで高 く、知床半 島部 の

山岳 と阿寒 な どの内陸部 の山岳 との接点 に位置 す

る。斜里岳 の形成年代は25～28万 年前 と推定 され、

お もにソ レアイ ト質の玄武岩 と安 山岩が卓越す る

とされる(船 山 ら、1993)。 標 高約750m以 上 で

は ダケ カ ンバ 林が優 占 し、1000m以 上 ではハ イマ

ツ低 木林 が面 積 比 で20%弱 を 占め てい る(渡 辺

ら,1996)○

斜 里 岳 の植 物相 につ いて は、 これ まで に川代

(1963)が 高 山帯 を中心 に報告 してい る。 これ

に よる と、 高 山植物 と して149種2変 種 が分 布 し

て お り、 その 中 には エ ゾル リソウ ・タカ ネシ オ

ガマ ・フ タマ タタ ンポポ な どの 隔離分 布 種 を含

む こ とが分 か ってい る。 しか しその後 の記 載は少

な く、斜 里岳 の植 物 相 は完 全 に は把 握 され てい

ない。特 に亜 高 山帯 の 植物 相 につ いて は斎 藤 ・

松 田(1993)に わ ず か にあ るだけ でほ とん ど記

録が ない。

筆者 らは、北 海道東部 にお ける山岳域 の高 山植

物 相の比較 に関心 を持 ってお り、山岳間で の高 山

植物 相の類似性 や高山植物種 の分布 パ ター ン、そ

れ らを規定す る要 因(地 理的 、地 質的、あ るいは

気候的要因など)を 明 らかにしたいと考 えている。

そのため には植生学 的資料 の蓄積が必 要であ り、

今 回の調査 報告 もその一つ と して行 なった。 この

報告 では、既存文献 に報告 され ている種 に今回新

たに確認 された種 を加 えた植 物 目録 を作 成 した。

また、垂直的な植生の変化 を明らかにす るために、

標高 と種数 ・種多様度 ・出現種 の生活形 との関係

につい て も検討 した。

なお、本調査 は道立 自然公 園の指定植物種調査

の一環 と して行 なった もの であ り、資料の提供等

便宜 を図 っていただいた北海道環境 科学研究 セ ン

ターの宮木雅 美 さん に感謝 したい。 また、既 存文

献 につ いて教 示いただい た知床博 物館の方 々、船

山淳 さんに も深 謝 したい。

調 査方法

1996年8月 上旬 に現地調 査 を行 な った。斜里岳

に は2つ の登 山道が あるが 、今 回の調査 では北西

側 の通称 「清里 コース」 を踏査 ルー トと した(図

1)。 これ は川代(1963)と 同 じルー トで ある。

調査 区間 は山小屋(清 岳荘)が ある登 山 口(標 高

670m)か ら 山頂(1545m)ま で と し、踏査 法 と

方形 区法 を併用 して植 物相 を調べ た。踏査法で は

ルー ト上の出現種 を記 録 し、現場 で同定で きなか

った もの につい ては標本 をと り後 日同定 した。方

形 区法 では歩数計 を用いて300歩(約270m)お き

に調 査 区 を計11地 点設 定 し、各調査 地 点で は2m

×2mの 方 形 区 を2区 ず つ(調 査地1で は1区 、調査

地2で は3区)計22区 と り、出現種 とそ の被度 を

記録 した。被 度階級 は10%か ら100%ま で につい

て は10%ご とに区切 り、10%未 満 につ いては5%

・1%・+(1%未 満)の3段 階に区切 った
。
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図1.調 査 位 置 図(破 線 は セ ン サ ス ル ー ト)
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植 物 相 の リ ス トに は 川 代(1963)、 斎 藤

・松 田(1987
、1988、1993)が 記 載 した種 も含

めた。学名 ・分類 は 「日本の野生植物」(佐 竹 ら、

lg82～1992)、 「東 北 海 道 の 植 物」(滝 田、

1987)に 従 った。

解析方 法

各調査 地点 にお ける被度 は、2つ(調 査地点2で

は3つ)の 方形 区の値 を平均 して求めた(1方 形区

しか とってい ない調査 地点1で はそ の ままの値 を

用 いた)。 さらに標高 に よる変化 を検討 す るため

に、調査 地点 を4区 間(「1000m未 満 」、 「1000

～1250m」 、 「1250～1500m」 、 「1500m以 上 」)

に分けて区間 ごとの平均値 を求めた。種多様度は、

各植物 種の平均被度 に シャノ ン=ウ ィーナ ー関数

(H')を 適 用 して算 出 した。 また、種 数 は調査地

点全体の出現数 とした。

植物種 は同化器 官の到達可能 な高 さを目安 に、

生活形 を 「高木」(3m以 上)、 「亜高木」(1～

3m)、 「低木」(1m未 満)、 「ハ イマ ツ」、 「サ

サ」、 「高茎草本(大 型草本)」(0.5m以 上)、

「小 型草 本(ロ ゼ ッ ト草本)」(0.5m未 満)に

分 けた。

結果 と考察

植物相

踏査 法 お よび方 形区法 によって高等 植物種219

種 を確認 した。内訳 は、シ ダ植物18種 、裸子植物

4種 、単子葉植物57種 、双子葉 植物185種 だ った。

斜里岳の植物相は、既存資料(川 代、1963;斎 藤 ・

松 田、198719881993)を 合 わせ 、272種(さ ら

に5変 種 と1品 種)と なった。今 回の調査 によって

新 たに確 認 された のは108種 で 、その 多 くはダケ

カンバ帯 の植物 と林道 によって侵 入 した外来植物

だ ったが 、チ シマ ワ レモ コ ウ(バ ラ科)、 タカ ネ

スズメノ ヒエ(イ グサ科)、 ミヤマ ヌカボ、 ヒロ

バ ノコメススキ、 コメススキ、 ミヤ マウシ ノケ グ

サ(イ ネ科)、 キンチャクスゲ(カ ヤツリグサ科)

の 高 山植物 を新 たに確認 で きた。 レッ ドデー タブ

ック(「 我が国 における保護上重要 な植 物種の現

状 」1989年)に 掲 載 され て いる種 は見 られなか

ったが 、環境庁 の指定植 物 は113種 含 まれた。今

回の調 査で確認 された特筆すべ き植物 と して ミヤ

マ ダイコンソウ ・フタマ タタ ンポポ ・ミヤマ アズ
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図2.各 種 の 分 布 域 の 広 さ

Fig.2Rangesofdistributionofeachspecies.

マギ ク ・ミヤマ オグルマが挙 げ られる。 また今 回

確 認 で きなか っ たが、 川代(1963)は こ れ以外

の 「注 目種」 として メアカ ンキ ンバ イ ・エ ゾル リ

ソウ ・タカネシオガマ を挙げ ている。

各植物の分布域 の広が りをみるため に出現地 点

数の頻度 を検討 した(図2)。1地 点の みで出現

したのが41種(47%)と 多 く、 半数 の6地 点 以

上で 出現 したの は4種4.5%と 少 なか った。 この こ

とは多 くの種 におい ては狭 い標高階 に限 られて分

布す るこ とを示唆 して いる。

次 に植生帯 別 に出現種 ・相 観 につい て述べ る。

(1)ダ ケ カンバ帯(亜 高山帯)

踏査 ルー トが侵食谷の中にあるため ダケカンバ ・

チ シマザサの被度 は低 く、そ のかわ りに ミヤマハ

ンノキや、 シラ ネワラビ ・オオバ シ ョリマ な どの

大 型の シダ植物 の被 度が高 かった。 これ は典型 的

な ダケ カ ンバ帯(ダ ケカ ンバ群 落、チ シマザサ ー

ダケ カ ンバ群 集)の 植物相 とは異な って いる。 ま

た、ハ イマツ帯 に分布 の中心 があ ると思 われるマ

ルバ シモツケな どの植物 もダケ カンバ帯 で も認 め

られ た(表1)。

(2)ハ イ マ ツ帯(高 山帯)

現 存 植生 図(鮫 島 ら、1988)に よ る と、斜 里

岳 では高山植物 を含 む群落 と しては、高山低木群

落 、 コケモモ ーハ イマ ツ群集、高 山ハ イデお よび

風衝草原、 ミヤマキ ンポ ウゲ群落 の4群 集がある。

この うちコケモモーハ イマ ッ群集 は、斜里岳 では

頂 上付 近か ら放射状 に伸び る尾根部 で発 達 してい
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表1. 方形区調査の結果. Tab.lResultofvegetationsurverysbyquadratmethod.
1

方形区番号Siteno. 1… 2R 2RR 2L 3L 3R 4L
　4R
5L1 5L21 6L 6R; 7L 7Rl

i
8L 8Ri1 9L 9R 10L 10RI I 11L 11R

下二股からの距離(m)Distance行omSimo-Futamata 0 270 540 810 1080 1350 1620 i1890
12160 2430 12700

標高(m)Altitude 800 900 990 1090 1180 1230 1300 i1360. 1470 1510 1540

出現種数NumberofSpecies 13 12 7 19 3 9 12 10 23 22 16 8 15 20旨
1
13 14 13 10 8 16 9 11

被度合計(%)Totalcoverage 157 210 215 205 130 266 152 161 137 163 183 171 221 像84 223 144 190 121 62 116 122 122

種多様度(H')Shannon-Weaner血nction 2.11 t88 t54 2.02 0.62 1.75 1.69 1.75 2.43 2.16 2.17 1.63 1.92 1.63 1.86 194 1.83 1.47 1.59 2.29 脚1.80 1.99

(生活形)*

(種 名)ScientiGcnamcli艶 一fbrm(被 度%)coverae
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た 。 特徴 として は低木が 多 く、ハ イマ ツ ・コケモ

モ をは じめ、エ ゾクロウス ゴ ・マルバ シモ ッケ ・

ミネヤナギ ・リンネソウを含 んでいた。

斜里岳 や南斜 里岳の頂上付 近 には稀少種 ミヤマ

オグルマ ・フタマ タタンポポ を含む風衝草原(調

査 地 点10、11)が 分 布 し、 サマ ニ ヨモ ギ ・ミヤ

マヌ カボ ・ホ ソバ イワベ ンケ イソウ等 を伴 ってい

た。 また ミヤマ オダマ キ ・ミヤマアズマ ギク ・キ

クバ クワガ タな どか らなる植被 の まば らな高 山ハ

イデ も頂上付近 に分布 している(方 形区調査対 象

外)。 この植物群 落は不安定 な崖垂斜面 に成立 し

ていた。

垂 直的な植 生の変化

各調 査 地 点 の種 数 は11か ら27種 、 種 多様 度

(H')は1.88か ら2.56の 間 で変化 した。標 高階 と

の関係 は不規則 で明瞭な傾 向 を示 さなか った(図

3)。 したが って垂直 的な植生 の変化 を多様度の

変化 か ら捉 え るこ とは難 しい と思われ た。

図4に 標 高の変化 に伴 う生活形 ご との被 度の変

化 を示 した。高茎草本 の被 度 は標高 とともに次第

に減少 し、低 木の被度 は増 加す る傾 向があ った。

亜高木 では1000m以 下 と1250～1500mに ピー クが

現れ、前者 ではお もにオガ ラバナが 、後者 では ウ

ラジロナナカマ ドが優 占 していた。

同様 に各生活 形の種数 と標 高の関係 を図5に 示

した。総種数 は標 高階 に関わ らずほ ぼ一定 であっ

たのに対 して、高茎草本 では直線 的に減少 し、小

型草本 や低 木は増加す る傾 向があ った。 これ は、

ダケカ ンバ帯で は亜高木 や高茎草本が優 占す るの

に対 し、1200m以 上 の高標高域 では様 々な生活形

の植物が比較 的均 等 に生育す るためであ る。

各植物 の出現パ タンは、1)低 標 高域 に多 く出現

した もの、2)高 標 高域 に多 く出現 した もの、3)広

範囲 に出現 した もの、4)ま れ に しか出現 しなか っ

た ものの4通 りに分け られた。そ の うち1)か ら3)

の そ れぞ れに該当す る代表 的な種 の出現パ タンを

図5に 示 した。 ミ ミコウモ リやオニ シモ ッケ(高

茎草本)の 被度は、標高 とともに減少 した。一方、

コガネギク(小 型草本)や エゾクロウスゴ(低 木)

の 被 度 は、標 高 と ともに増 加 す る傾 向が あ った

(1500m以 上 で は減少)。 また、 ミヤマハ ンノキ

(亜 高木)は 、調査 範囲で は標高 にかか わ らず 出

現 した。 この よ うな種 の出現パ タンが、標高 に よ

る各生活形の種数 、被 度の変化 を もた ら している

と考 え られた。
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Summary

Floraandverticalchangesofvegetationin

Mt.Shari-dake,easternHokkaido.

NIWAShin-ichiandWATANABEOsamu

SapporoNatureResearch&InterpretationOffice.

Nogiku-so3,N20-W2Kita-ku,Sapporo,HokkaidoOOI,Japan.

Weinvestigatedfl・raandverticalchanges・fvegetati・nfr・msubalpine(670-matsealevel)t・alpine

z。ne(1545-m)inMt.Shari.dake,PrefecturalNaturalPark,easternH・kkaid・(43045'47"N,144043'15"E)・

We。btained219speciesf・rvascula・plants,whichwerec・nsisted・fl8ferns・4gymn・sperms・57m・n・cots

andl85dic。tsspecies.Theyincludedl25speciesnewlyaddedt・thekn・wnfl・rainit・whichincludedl6

ex。ticplantslivingar・undar・ad,e.9.7吻1ご 躍r6卿5・S・mealpineplants・ 伽 配c・"励1蝋P・'6η ∫'11・

M'ゆ6∫,α6郎 厭 ん・'4・6騰M6伽 ∫吻'6r・cα 脚var・ 即6鵬P6伽1αr'5剛'c"1・'・wereremarkable

because。frarityineasternH・kkaid・.Addedt・kn・wnspecies,itwasrevealedthatthefl・rainMr・Shari-

dakehasatleast272species.

Thenumber・fspecies,Shann・n-Weanerfuncti・n(H'),andt・talc・verageper4-m2weren・tc・rrelated

withaltitudechangein・urinvestigati・nrange.Butcateg・rizingf・rlifef・rm(tree・sub-tree・shrub・sasa・

Pごη配5μ 離 α,tallherb,andr・settes),number・fspeciesandc・verage・ftallherbsandgrassesdeclined・

whilethoseofshrubandrosettesincreasedasaltitude.Thispatternmightbeexplainedthebehavioron

specieslevel,asc・verage・fatallherbsuchasF'1ψ6漁1・ ん燃c伽'c・declined・whileth・se・fash「ub

suchas「1/occ'η'配 〃zo・レα1ヴと)〃配〃zincreasedasaltitude・
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スミレ科

129

13Q

づ31

つ32

133

ヰ/fナ ノ コ マノ ソメF,013ん,〃or3

タカ ネス ミ レF,01∂or∂55∂

タチ ツ～六ス ミ〃 γノ013gryρooθr85

ミヤマ,スミ∠/γ'0185θ1潅'rん"

ソ;六ス ミ〃 γ,013γ θrθo〃〃ゴ∂

指定 警藷(川 代1963)(瀦)

□

□

[

□

ロ

ロ

ロ

ロ

団

団

団

団

団 図[コ

N団 団=コ

N

N

G

G

G

図[コ[コ

団 □[コ

団

〔

団

図

口

「
}
図

図

団

団

団

団

団 □[]

図 図 図

図 □ □

団[コ 団

口

団

図

団

□ □

団

口

団

□

□

ロ

ロ

ロ

ロ

No 和名 学名

アカバナ科

づ34

135

づ36

ミヤ マタニ タデ0'r偲 θ3∂1ρ,〃∂

イ ワ:アカ/fナ ゆ'10加 〃加oθρ乃3!05亡'8〃 ∂
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No 和名 学名 指 定1響(川 代1963)(藩)
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エ ンクρウス コ γ300'η'α〃oy81'fo1'α 加 γ8roo〃80θ σ〃
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ス イ カ ズ ラ 科

グン ネ ソウ ∠'〃〃8θ3わorθ31's

チ シマと ヨウタン;六 ク ∠o〃'oθr86ん3〃 〃350'

エ ンニ ワ ハコ58〃bσcα εr80θ 〃05∂5σ わ5ρ ん∂〃f30〃∂オ'oθ

オオ カメノ ・キ γ'bur〃 σ〃 んro3蝕 〃
o

ウコン ウソギ ∬θ'8θ13〃'♂ ゴθ〃ゴoげ 舟3〃3

キ キ ョウ 科

チシマーギヰヨ ウ0∂ 〃ρ8〃α130ん ∂〃'530〃'5

夕二=ギ手 ヨウ ρθr303rρ80∂r〃053γ8ro'ro8θ0'4θ5

キ ク 科

セ イ ヨ ウ ノ コ ・ギ グ ソ ウ 弼oん'〃 θ3〃 〃1θfo〃 σ〃

ヤ マ/1/、 コ ノ響η3ρ ん31'∫ 〃∂r8`3r'f∂oθ ∂

エ ソ ウ ザ ヰ1ギ ク 〃 〃'08σ η∂1850θ 〃5'5

ザ マ==ヨ ぞ ギ ノlr亡θ〃ノ5'88roオ ノo∂ ∫【ノわ5ρ ∫30ん ∂1〃7θ 〃5/5

オ オ」ヨ モ ギ ノレ 亡θ〃〃3'3〃0〃f8〃3

エ ン コ マ'ナ バ5亡 θrg1θ んη"

ミ ミ コ ウ モ グ03031'8∂ σr'o〃1∂ オ3γ θrを3〃f50カ θオ,03

ヨ ブ ス マ ソ ウ0308ん3加 ε細f8ε 必5ρor'θ η飴1'5y8ro〃 θ〃亡∂!,s

フ ラ ン ス ギ ク0方rγ ε8η 肋 θ刑 〃1θ σ03〃 オんθ〃 α〃

チ シ マ ア ゲ ミ0'r5'σ 〃 ん8〃 亡50ゐ θt'o〃 〃

エ ン ノ ザ ワ ア ゲ ミ0'rε'〃 〃 ん8〃f∫oん θオ'oσ 〃73σ わερ ρ θoオ'η θ ノ1σ〃7

フ タ マ タ タ ン;六 『示90rθ ρ'5170舷3'40θ η5'5

ミ ヤ マ ア ズ マ ・ギクfr'gθroη 亡加 ηわθrg'1y3rg13わr3亡 μ5

ヨ ツ/、 φと ヨ「ト グf{!ρ ∂オ0ノ・ノ【ノ〃70方'η θ175θ5〔 ノ乏】6ρ5∂6ん ∂!〃7θ175θ

と メ チ チ コ ク'ゲ θ〃θ助 ∂1'伽 σ ん9'〃05σ 〃

ヤ マ ニ カ ナ ∠30オ 〃03r8d1【 ノθ∂〃3レ3rθ18f3

セ ・ン;六 ン ヤ グ ∠θ'ム 〃1オz1∂ ∂〃∂〃{ノr'∂

ア 手 タ ブ ヰ ρθ亡∂餌 オθ5ノ ∂ρo〃'oα5γ3r8'93〃 亡θα5

コ ウ ン グ ナ ρ'or'5ん'θr∂o'o'♂ θ∫ レ∂r8/∂brθ50θ η5

ナ カ ノf・キ タ ア ゲ ミ53α55σrθ ∂r'θ ゴθr'γ8ryθzoθ 〃5'5

ハ ン コ ン ン ウ5θ ηθo'oo∂ ηη3か'fo1'σ5

ミ ヤ マ オ ク ル マ5θ ηθo'o舷 肥 舶 〃 ノ'

ア 手 ノ キ グ ン ソ ウ50ん げ880γ'r8ヨ α「88γ8「 ∂5'8亡'03

ミ ヤ マ ア ・キノ 牛 グ ン ソ ウ501'げ880〃rg3σrθ3γ8r!θ'oo3fρ ∂

と'メ シ ョ オ ン5fθ 〃80オ'58〃17σ σ5

セ イ ヨ ウ タ ン 示 ρ示 ρ τ∂r8溜o〃 〃off'6'〃31θ

ユ リ科

指 定 麟 需撫)(斉 藤1987)
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ミ ヤ マ ラ ノ キ ョ ウ 〃1'σ 〃5ρ1θ ησ'θ〃5

一ギ ョ ウ シ ャ ー=ン.=ク 〃1'〃 〃 γ'ofor'31'5γ3rρ1θ 亡γ助 γ〃 〃〃

ツ/fメ オ モ み0ん 〃fo〃'∂ 〃げθ〃3'5

ン ヨ ウ ジ ヨ ウ/fカ マ 〃θ10〃'oρ5'50r'θ η 亡81'5

セ ン テ イ.カ 〃θ〃θroo8〃'3〃'げ ♂θη40rf'1γ8rθ50〃 θ〃オ3

ヱ:ン ス カ シ ユ グ ∠,1,α 〃 〃30σ18オ α加5μ ゐ5ρoノ βαr,o〃 〃

ク ノ〃 マ ユ グ ∠'ノ 川 〃 〃θ4θo!o'げ θ5

マ イ ソ ノ〃 ソ ウ 〃3'3η 酌 θ〃α〃 ゴ'1∂ 亡∂亡σ〃
・

才一オ アマ 人コ ρ ρ01γgo〃3t〃切o【10r3亡 α〃 γ3r〃 ∂π,〃o鮒oz,,

オ オ/fタ ケ シマラン5ぴ θρ亡oρα5∂〃ρ/θκノfo1ノσ5γ8rρ ∂ρ'〃 ヨ甜5

とメ タケ シマラン5亡rθ ρfoρ〃5ε オrθρオ0ρ0'4θ5

チ ノマ ー々ヰ ンヨウrof'θ14ノ ∂oooo1〃 θ3

エン レイ ソウ τr'1ノ'σ〃5〃 ∂11"

/fイ ケイ ソウ γθr8オr〃〃8r3η 凶 ヂ10r〃〃

デ

イ グ サ 科

ミヤ マPイ 【ノ〃〃o己!5θfノ「己ノ∫σ3

クヴイ 」μ〃oσ3オ θ〃α'3

タ,カネス ズメノ と工 ∠σzσ180ん8∂ 〃緬 ∂

ヌ カ;六シ ソウ ∠{ノz〃18ρ1己!加053レ8ノ・ 〃30roo8rρ ∂

イ ネ 科

コヌカ クザ 勉 グ05亡,s81b3

ミヤ マヌ カホ 湘8γoε亡'5f1300'(ノ ∂

イ ワノガ グヤ,ス0813〃788ro5オ151∂ 〃8340rff〃

夕,カネ ノガ グヤス031∂ 〃3gros亡'5580ん31'η θ〃5'5

カ モカ ヤ ∠)80tγ1'5810〃 θノ・∂f∂

と々/、ノニ7メ.スズ ・≠0θ εo乃8〃ρε'303θ5ρ'オ033γ3rfθ5オ σ03θro1'∂

コメスス ヰ0θ εoん3〃ρ5'8〃 θxα053

ウシノ ケクヴ'侮5f〃030γ ノη3

ミヤ マウシノケ クザ 角 ε翻030yノ 〃3γ8r81ρ ノη3

と'σハ ノウシノ ケクゲ 角5甜03ρr8飴 η5'5

オオ ウシノケク ザ ん5オ σo∂r〃br∂

ミヤマ ハジョウ ソナギ θ1yoθr'831η35fθrθ 亡σ〃

ミヤマコ ウ.赤ウ 〃,θroo〃oθ ∂1ρ,〃β

コ メ.カヤ 〃θ1,0θ 〃α亡3〃5

オオ ア ワカ.エ グ ρんノθσ〃7ρr8飴 η5θ

ヨ シ1ρ 方r38〃ノfθ3∂α5オr∂1ノ∫

.スズ メノカ タと=ラ ρ03∂ 〃〃〃3

ナカン、クザ ρo∂ρr3亡θ〃5'5

指 定 麟 再(川代1963)(藩)
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イブ牛 ソモ ソモ'ρ03r34σ13

アオイ チコ ソナギ ρ03y'rノ げα1∂

チシ マザヴ・535∂ 如 グ'!θη6'5

クマイ ザヴー5∂535θ η∂〃θ〃3'5

カ ヤ ッ リ グ サ 科

と ラギ シズ ケ03rθx∂ σ8〃st,ηo酬oz,,

ショ ウジョ ウス ケ0∂rθ πb1θ ρ加r'03rρ3

とメカ ワズズ ケ0∂r研 加 〃朋 θ50θ〃5

バ ク'ゲンス ケ0∂rθxoαr飴

イ みヰ ンズ ケ08rθx舳 舷04θ 〃5'5

コ/、グス ケ03rθxん 話o〃θ〃5'3

ハ ガク 〃ス ケ08rθxノ ∂oθ〃5

とカケス ケ03rθ π13〃oθ013抽o

ヰンチ ャクズ ケ03rθ π 〃θr亡θ〃5,ノ 圏rαro5f30んy5

とメス ケo∂fθ πoκ γ∂〃4r∂

イ みと'キ,スケ03rθxrθ 〃o亡'σ50σ1∂

ゴンケン ス ケ0∂rθxε ∂oん81,〃θ〃3,3

グシ グス ケ0∂rθ π50'オ ヨ γ3rr"5ん げθη5'5

タイセ ツイ ワス ケ0∂rθ πsfθ η∂〃肋3γ8r亡 ∂'∫θオ5αθ〃5'5

ミヤケス ケ03rθx∫ α加 励 θ113オ3

ラ ン 科

ブタ/fラ ン ∠'∫fθr300rげ3亡3γ ∂rノ ∂ρ0〃'0∂

ミヤ マフタ/fラ ン ∠'3亡θr∂ 〃'ρρo〃'03

ハ クザツ チ ハ グOroん'53r'5亡 ∂胎

タカネ ハンノ六 ρノ3オ∂〃f方θr∂oんor'5ノ ∂〃8

ミヤケ ラン ρ1∂亡8η飴θr∂ σんor'5'8〃8γ8rθ13f3

指定(N環 境庁指定植物D北 海道指定植物G道 属指定植物)

指定1襟 再撫)(斉 藤1987)
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